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Ⅰ
　
熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
報
告

令
和
四
年
度 

第
二
回 

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会

　

日
時　

令
和
五
年
三
月
二
九
日
（
水
）  
午
後
一
時
三
〇
分
開
会

　

場
所　

市
立
商
工
会
館　

三
階
三
号
室

【
概
要
】

○
議　

事

〔
報
告
事
項
〕

　

次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
報
告
を
行
っ
た
。

① 

各
専
門
部
会
の
活
動
に
つ
い
て

　

本
年
度
（
令
和
四
年
度
。
以
下
、
本
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に

お
け
る
各
専
門
部
会
に
よ
る
調
査
等
の
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
、

順
次
報
告
を
行
っ
た
。
な
お
、
部
会
長
が
当
委
員
会
の
委
員
で
、

か
つ
、
今
回
の
会
議
に
出
席
し
て
い
る
専
門
部
会
（
近
世
、
近
代
・

現
代
（
荻
野
吟
子
に
関
す
る
調
査
報
告
書
担
当
に
係
る
も
の
を
除

く
。））
に
つ
い
て
は
当
該
部
会
長
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
専
門
部
会

等
（
中
世
、
仏
像
・
仏
画
、
地
形
・
地
質
・
気
候
、
荻
野
吟
子
に

関
す
る
調
査
報
告
書
担
当
）
に
つ
い
て
は
事
務
局
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
報
告
し
た
。

② 

事
務
局
（
市
史
編
さ
ん
室
）
の
活
動
に
つ
い
て

　

令
和
四
年
一
二
月
ま
で
に
事
務
局
に
お
い
て
行
っ
た
古
文
書
等

の
調
査
及
び
整
理
、
学
校
資
料
の
調
査
、
行
政
文
書
（
歴
史
公
文

書
等
）
の
整
理
及
び
保
存
、
市
政
宅
配
講
座
等
へ
の
職
員
の
派
遣

等
の
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
、
報
告
を
行
っ
た
。

③
『
熊
谷
市
史 

調
査
報
告
書　

仏
像
・
仏
画
２
』
に
つ
い
て

　

令
和
五
年
度
に
刊
行
を
予
定
し
て
い
る
『
熊
谷
市
史 

調
査
報

（
令
和
五
年
一
月
～
一
二
月
）

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
・
編
集
会
議
・
専
門
部
会
　
報
告
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告
書　

仏
像
・
仏
画
２
』
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
、
同
書
の
体

裁
（
判
型
、
ペ
ー
ジ
数
等
）
や
掲
載
を
予
定
し
て
い
る
内
容
、
編

集
の
進
捗
状
況
及
び
今
後
の
予
定
等
に
つ
い
て
、
説
明
及
び
報
告

を
行
っ
た
。

〔
審
議
事
項
〕

　

次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
審
議
を
行
っ
た
。

　

前
回
の
、
本
年
度
第
一
回
の
会
議
（
令
和
四
年
一
一
月
二
三
日

開
催
）
に
お
い
て
事
務
局
か
ら
の
説
明
及
び
委
員
に
よ
る
審
議
を

行
っ
た
、
熊
谷
市
教
育
委
員
会
か
ら
の
諮
問
（「
熊
谷
市
史
編
さ

ん
に
つ
い
て
（「
熊
谷
市
史
編
さ
ん
大
綱
」
の
改
定
に
つ
い
て
）」）

※
１
に
関
し
、
そ
の
改
定
の
内
容
に
つ
い
て
各
委
員
か
ら
特
段
の

異
議
等
が
出
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
事
務
局
に
お
い
て

作
成
し
た
答
申
案
（
主
旨
＝
「
熊
谷
市
史
編
さ
ん
大
綱
」
の
改
定

内
容
を
適
当
と
認
め
る
。）
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
中
で
、「
熊
谷
市
史
編
さ
ん
大
綱
中
の
「
熊
谷
市
史
編
さ

ん
刊
行
計
画
」（
以
下
、「
刊
行
計
画
」
と
い
う
。）
の
改
定
案
に

あ
る 

①
「
大
里
地
域
」
と
は
、
旧
大
里
町
を
指
す
の
か
、
そ
れ

と
も
大
里
郡
を
指
す
の
か
、
②
江
南
地
域
（
旧
江
南
町
）
の
取
扱

い
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
と
の
質
疑
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に

対
し
、
事
務
局
か
ら
、「
①
旧
大
里
町
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
②

江
南
地
域
（
旧
江
南
町
）
に
つ
い
て
は
、
市
町
合
併
の
前
に
詳
細

な
町
史
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、通
史
編
や
普
及
版
、

さ
ら
に
、
同
町
史
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
仏
像
・
仏

画
等
の
巻
に
つ
い
て
、
現
行
の
市
史
編
さ
ん
の
対
象
と
す
る
」
旨

の
答
弁
を
行
っ
た
。
な
お
、
こ
の
質
疑
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
点

が
よ
り
分
か
り
や
す
く
な
る
注
釈
等
を
刊
行
計
画
中
に
加
え
る
こ

と
と
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
答
申
の
修
正
案
を
後
日
各
委
員
宛
て
送

付
し
て
、
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
と
し
た
。
※
２

　

答
申
案
の
こ
れ
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
、
特
に
修
正
等
す
べ
き

と
の
意
見
は
な
く
、
そ
の
大
要
に
つ
い
て
は
原
案
の
と
お
り
了
承

が
な
さ
れ
た
。

※
１　

諮
問
の
内
容
（
大
要
）
に
つ
い
て
は
、『
熊
谷
市
史
研
究
』 

第

一
五
号
一
三
四
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

※
２　

委
員
長
と
事
務
局
に
お
い
て
検
討
し
た
結
果
、
刊
行
計
画
の
表

の
欄
外
に
次
の
二
つ
の
注
釈
を
加
え
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
を
反
映
し

た
答
申
の
修
正
案
を
四
月
一
三
日
付
け
で
各
委
員
宛
て
に
送
付
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
修
正
意
見
等
は
な
く
、
全
委
員
か
ら
の
了
承
を
得
た
。

　

▽　
「
範
囲
・
内
容
等
」
欄
に
お
け
る
「
熊
谷
地
域
」「
大
里
地
域
」「
妻

沼
地
域
」
は
、
平
成
一
七
年
の
市
町
合
併
以
前
の
各
市
町
の
区
域
を

指
す
。
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▽　

江
南
地
域
（
平
成
一
九
年
の
熊
谷
市
へ
の
合
併
以
前
の
江
南
町

の
区
域
）
に
つ
い
て
は
詳
細
な
町
史
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
通
史
編
、
普
及
版
及
び
歴
史
年
表
、
並
び
に
同
町
史
に
お
い

て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
指
定
文
化
財
、
仏
像
・
仏
画
及
び
民
俗

芸
能
（
映
像
版
）
に
つ
い
て
、
平
成
一
九
年
の
市
町
合
併
後
の
熊
谷

市
を
対
象
と
す
る
。（
こ
の
ほ
か
、
自
然
編
に
お
い
て
は
、
必
要
に
応

じ
て
江
南
地
域
に
つ
い
て
も
記
述
す
る
。）

　

な
お
、
令
和
五
年
七
月
四
日
に
開
催
さ
れ
た
七
月
定
例
教
育
委

員
会
に
お
い
て
、
こ
の
修
正
案
の
了
承
に
基
づ
く
答
申
に
つ
い
て

報
告
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
答
申
に
基
づ
く
「
熊
谷
市
史
編
さ
ん

大
綱
」
の
改
定
に
つ
い
て
提
案
し
、異
議
な
く
議
決
が
な
さ
れ
た
。

令
和
五
年
度 

第
一
回 

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会

　

日
時　

令
和
五
年
一
一
月
二
三
日
（
木
・
祝
）  

午
後
二
時
開
会

　

場
所　

市
立
商
工
会
館　

二
階
三
号
室

【
概
要
】

○
委
嘱
状
交
付

　

新
任
期
の
初
回
の
会
議
に
当
た
り
、
新
た
に
委
嘱
し
た
当
委
員

会
委
員
（
一
一
名
、
再
任
者
を
含
む
。）
の
う
ち
出
席
者
九
名
に

対
し
、
野
原
晃
教
育
長
か
ら
委
嘱
状
を
交
付
し
た
。

　

な
お
、
新
委
員
の
方
々
は
、
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

小
林　

國
章　
　
（
市
議
会
議
員
）

小
林　

拓
朗　
　
（
市
議
会
議
員
）

黛　
　

千
羽
鶴　
（
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

老
川　

慶
喜　
　
（
知
識
経
験
を
有
す
る
者
）

北
村　

行
遠　
　
（
知
識
経
験
を
有
す
る
者
）

島
津　
　

弘　
　
（
知
識
経
験
を
有
す
る
者
）［
欠
席
］

西
口　

由
子　
　
（
知
識
経
験
を
有
す
る
者
）

宮
瀧　

交
二　
　
（
知
識
経
験
を
有
す
る
者
）［
欠
席
］

平
井　

加
余
子　
（
市
民
団
体
の
代
表
者
）

丸
岡　

孝
夫　
　
（
市
民
団
体
の
代
表
者
）

小
林　

江
梨
花　
（
公
募
に
よ
る
市
民
）

○
委
員
長
及
び
副
委
員
長
の
選
出

　

互
選
に
よ
り
、
委
員
長
に
北
村
行
遠
委
員
が
、
副
委
員
長
に
老

川
慶
喜
委
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
た
。

○
議　

事

〔
説
明
事
項
〕

　

新
任
期
の
初
回
の
会
議
に
当
た
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
、
事
務
局
か
ら
説
明
を
行
っ
た
。

① 

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
に
つ
い
て
（
所
掌
事
務
、
組
織
、
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委
員
の
任
期
等
）

② 
熊
谷
市
史
編
さ
ん
に
つ
い
て
（
熊
谷
市
史
編
集
委
員
、
熊
谷

市
史
編
さ
ん
大
綱
、
各
専
門
部
会
等
）

〔
報
告
事
項
〕

　

次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
報
告
を
行
っ
た
。

① 

各
専
門
部
会
の
活
動
に
つ
い
て

　

本
年
度
（
令
和
五
年
度
。
以
下
、
本
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に

お
け
る
各
専
門
部
会
の
調
査
等
の
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
、
部
会

長
又
は
そ
れ
に
代
わ
る
方
（
以
下
「
部
会
長
等
」
と
い
う
。）
が

当
委
員
会
の
委
員
で
、
か
つ
、
今
回
の
会
議
に
出
席
し
て
い
る
専

門
部
会
（
近
世
、
近
代
・
現
代
、
仏
像
・
仏
画
）
に
つ
い
て
は
当

該
部
会
長
等
か
ら
、そ
れ
以
外
の
専
門
部
会
（
中
世
、地
形
・
地
質
・

気
候
）
に
つ
い
て
は
事
務
局
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
行
っ
た
。

② 

事
務
局
の
活
動
に
つ
い
て

　

本
年
度
、
こ
れ
ま
で
の
期
間
に
市
史
編
さ
ん
室
が
行
っ
た
活
動

の
う
ち
、古
文
書
等
の
調
査
及
び
整
理
に
関
す
る
こ
と
を
中
心
に
、

事
務
局
か
ら
報
告
を
行
っ
た
。
な
お
、
参
考
と
し
て
、
市
史
編
さ

ん
室
に
お
け
る
古
文
書
の
調
査
及
び
保
存
措
置
の
方
法
等
に
関
す

る
説
明
を
併
せ
て
行
っ
た
。

〔
協
議
事
項
〕

　

本
年
度
刊
行
予
定
の
『
熊
谷
市
史 

調
査
報
告
書　

仏
像
・
仏

画
２
』
に
つ
い
て
、
同
書
の
編
集
を
担
当
し
て
い
る
熊
谷
市
史
仏

像
・
仏
画
専
門
部
会
所
属
の
編
集
委
員
（
専
門
調
査
員
）
で
あ
る

西
口
委
員
か
ら
、
そ
の
概
要
（
体
裁
、
内
容
等
）、
編
集
の
進
捗

状
況
等
に
関
す
る
説
明
を
行
い
、
委
員
の
意
見
等
を
求
め
た
。

　

質
疑
、
意
見
等
は
特
に
な
く
、
委
員
長
か
ら
、
年
度
末
の
刊
行

に
向
け
、
滞
り
な
く
編
集
作
業
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

旨
の
発
言
が
な
さ
れ
た
。

（
文
責　

大
野　

幸
人
）

Ⅱ
　
熊
谷
市
史
編
集
会
議
報
告

令
和
四
年
度 

熊
谷
市
史
編
集
会
議

　

日
時　

令
和
五
年
三
月
二
九
日
（
水
） 

午
後
三
時
三
〇
分
開
会

　

場
所　

市
立
商
工
会
館　

三
階
三
号
室

【
概
要
】

○
議
長
の
選
出

　

互
選
に
よ
り
北
村
委
員
を
議
長
に
選
出
し
た
。

○
議　

事



熊谷市史研究　第16号

 114 

　

次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
報
告
を
行
っ
た
。

①
経
過
報
告

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
元

～
三
年
度
ま
で
会
議
を
開
催
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
三
年
間

に
お
け
る
計
画
の
変
更
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

②
令
和
四
年
度 
各
専
門
部
会
の
活
動
状
況

　

本
年
度
（
令
和
四
年
度
。
以
下
、
本
項
に
お
い
て
同
じ
。）
に

お
け
る
各
専
門
部
会
に
よ
る
調
査
等
の
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
、

順
次
報
告
を
行
っ
た
。
近
世
、
近
代
・
現
代
（
荻
野
吟
子
に
関
す

る
調
査
報
告
書
担
当
に
係
る
も
の
を
除
く
。））
に
つ
い
て
は
当
該

出
席
部
会
長
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
専
門
部
会
等
（
中
世
、
仏
像
・

仏
画
、
地
形
・
地
質
・
気
候
、
荻
野
吟
子
に
関
す
る
調
査
報
告
書

担
当
）
に
つ
い
て
は
事
務
局
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
た
。

③
令
和
四
年
度
事
務
局
活
動
報
告

　

令
和
四
年
一
二
月
ま
で
に
事
務
局
に
お
い
て
行
っ
た
活
動
の
状

況
に
つ
い
て
、
報
告
を
行
っ
た
。

④
令
和
元
～
四
年
度
刊
行
書
籍
に
つ
い
て

　

全
体
概
要
を
事
務
局
か
ら
、『
熊
谷
市
史 

資
料
編
５ 

近
世
１
』

に
つ
い
て
は
北
村
委
員
か
ら
、『
熊
谷
市
史 

調
査
報
告
書 

荻
野

吟
子 

―
そ
の
歩
み
と
出
会
い
―
』
に
つ
い
て
は
事
務
局
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
説
明
を
行
っ
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
表
紙
の
文
字
や
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
等
に
不

自
然
な
箇
所
が
あ
り
、
事
務
局
の
確
認
作
業
が
不
十
分
で
は
な
い

か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

⑤
令
和
五
年
度
の
予
定
に
つ
い
て

　
『
熊
谷
市
史 

調
査
報
告
書 

仏
像
・
仏
画
２
』
に
つ
い
て
、
事

務
局
か
ら
説
明
を
行
っ
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
写
真
の
ト
リ
ミ
ン
グ
方
法
等
に
つ
い
て
の
意
見

が
出
さ
れ
、
担
当
の
専
門
部
会
に
伝
え
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

あ
っ
た
。

（
文
責　

蛭
間　

健
悟
）

Ⅲ
　
専
門
部
会
活
動
報
告

一
　
中
世
専
門
部
会

　
　
　
　
　
　
　
中
世
専
門
部
会
長
　
高
橋
　
修

　

中
世
専
門
部
会
は
、
平
成
二
四
年
度
に
『
資
料
編
２ 

古
代
・

中
世
』
を
、
平
成
三
〇
年
度
に
『
通
史
編
上
巻 

原
始
・
古
代
・
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中
世
』
を
刊
行
し
、本
編
に
つ
い
て
の
編
さ
ん
を
完
了
し
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
三
年
度
に
は
、
中
世
石
造
物
担
当
班
が
『
調
査
報
告

書 

中
世
の
石
造
物
』
を
刊
行
し
た
。

　

現
在
は
、『
調
査
報
告
書 

直
実
・
実
盛
伝
説
』
の
編
さ
ん
を
行
っ

て
い
る
。

令
和
四
年
度
第
一
回 

『
調
査
報
告
書 

直
実
・
実
盛
伝
説
』
編
集

会
議

（
令
和
五
年
三
月
六
日　

オ
ン
ラ
イ
ン
）

　

本
書
の
編
集
等
に
関
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
方
針
に
つ
い
て
協

議
し
、
次
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

・「
軍
記
物
語
」
各
本
、「
絵
伝
」
類
が
、
当
書
の
中
心
と
な
る
。

こ
の
二
分
野
に
つ
い
て
は
、
幅
広
く
掲
載
す
る
。

・
掲
載
資
料
に
つ
い
て
『
熊
谷
市
史 

資
料
編
３
』
と
重
な
る
も

の
は
、
原
則
と
し
て
『
資
料
編
３
』
で
の
掲
載
と
し
た
い
。

・
仏
像
に
つ
い
て
は
、全
国
各
地
の
代
表
的
な
も
の
を
掲
載
す
る
。

た
だ
し
、
市
内
の
も
の
で
、『
調
査
報
告
書 

仏
像
・
仏
画
』
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
そ
れ
を
参
照
し
て
も
ら
う
。

・
系
図
に
つ
い
て
は
、
意
味
の
あ
る
代
表
的
な
も
の
数
点
を
掲
載

す
る
。

・
石
造
物
や
絵
馬
に
つ
い
て
は
、
市
内
に
あ
る
も
の
は
で
き
る
限

り
掲
載
す
る
。

・
近
世
作
の
直
実
ゆ
か
り
の
品
々
は
、
数
が
多
い
た
め
原
則
と
し

て
取
り
扱
わ
な
い
。

・
近
世
の
軍
記
物
語
の
出
版
物
は
、
中
世
か
ら
の
も
の
と
そ
れ
ほ

ど
変
わ
り
は
な
い
た
め
、
挿
図
等
の
み
掲
載
す
る
。

・
近
代
以
降
の
絵
画
は
取
り
上
げ
な
い
。
前
近
代
の
絵
巻
は
、
で

き
る
限
り
掲
載
す
る
。

・
原
則
と
し
て
、
直
実
、
実
盛
の
子
ど
も
た
ち
の
代
ま
で
を
対
象

と
す
る
。

・
江
戸
時
代
よ
り
前
に
成
立
し
た
伝
承
等
は
、
調
査
を
予
定
す
る
。

　

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
が
、
大
ま
か
な
史
料
リ
ス
ト
を
作

成
し
て
次
回
会
議
に
持
ち
寄
り
、
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

二
　
近
世
専
門
部
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
世
専
門
部
会
長
　
北
村
　
行
遠

　

令
和
五
年
は
、
四
月
か
ら
新
た
に
三
名
の
編
集
委
員
（
専
門
調
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査
員
）
を
迎
え
、『
熊
谷
市
史　

資
料
編
３　

近
世
１
（
熊
谷
地

域
編　

上
）』（
以
下
、『
資
料
編
３
』
と
い
う
）
の
刊
行
に
向
け

て
活
動
し
た
。
収
録
史
料
の
選
定
と
翻
刻
作
業
、
巻
全
体
の
構
成

の
吟
味
を
進
め
た
。

　

専
門
部
会
会
議
の
開
催
は
、令
和
四
年
度
の
第
二
回
と
第
三
回
、

令
和
五
年
度
の
第
一
回
で
、
令
和
五
年
度
内
に
は
今
後
二
回
の
部

会
会
議
（
第
二
回
を
令
和
六
年
一
月
、
第
三
回
を
同
三
月
）
に
行

う
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
市
史
編
さ
ん
室
（
事
務
局
）
の
近
世
担
当
職
員
の
交
代

に
伴
い
、
部
会
代
表
者
と
新
た
な
近
世
担
当
者
の
顔
合
わ
せ
・
打

合
せ
を
四
月
一
一
日
に
、
令
和
五
年
度
第
二
回
専
門
部
会
会
議
の

準
備
と
な
る
『
資
料
編
３
』
編
集
担
当
者
（
巻
担
当
者
）
を
中
心

と
す
る
打
合
せ
を
一
一
月
二
四
日
に
行
っ
た
。

　

以
下
、
専
門
部
会
会
議
で
の
活
動
概
要
を
記
す
。
な
お
、
令
和

四
年
度
第
二
回
専
門
部
会
会
議
の
内
容
に
つ
い
て
は
『
熊
谷
市
史

研
究
』　

第
一
五
号
に
紹
介
済
み
な
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

　
令
和
四
年
度　

第
三
回
専
門
部
会
会
議（

令
和
五
年
三
月
二
四
日
）

１　

事
務
局
報
告

　

古
文
書
調
査
の
進
捗
状
況
及
び
受
入
れ
状
況
を
説
明
。

２　
『
資
料
編
３
』
の
編
集
・
刊
行

　

各
編
集
委
員
が
、
担
当
す
る
章
に
関
す
る
作
業
（
史
料
選
定
、

章
構
成
な
ど
）
の
進
捗
状
況
を
報
告
し
、
近
世
専
門
部
会
と
し
て

情
報
共
有
を
行
っ
た
。
そ
の
う
え
で
、
採
録
史
料
や
章
構
成
に
つ

い
て
全
体
的
な
検
討
と
方
向
性
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
ま
た
、『
資

料
編
３
』
全
体
の
構
成
・
内
容
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
、
現
状
で
手
薄

と
考
え
ら
れ
る
分
野
が
あ
り
、
そ
の
分
野
の
補
完
の
た
め
に
新
た

に
二
名
の
編
集
委
員
を
迎
え
る
こ
と
と
し
、
部
会
と
し
て
了
承
し

た
。

３　

今
後
の
活
動
・
そ
の
他

　

熊
谷
市
外
に
所
蔵
さ
れ
る
各
種
史
料
の
調
査
に
つ
い
て
、
今
後

適
宜
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
各
編
集
委
員
は
史
料
選
定
と

入
稿
に
向
け
た
筆
耕
を
鋭
意
進
め
、
筆
耕
原
稿
を
市
史
編
さ
ん
室

へ
順
次
提
出
し
て
い
く
も
の
と
し
た
。
ま
た
、『
熊
谷
市
史
研
究 

』

第
一
六
号
に
、
編
集
委
員
の
論
文
一
本
を
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

令
和
五
年
度　

第
一
回
専
門
部
会
会
議（

令
和
五
年
七
月
二
五
日
）
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１　

事
務
局
報
告

　

古
文
書
調
査
の
進
捗
状
況
を
説
明
、
立
正
大
学
古
文
書
研
究
会

と
の
共
同
調
査
研
究
事
業
の
継
続
を
報
告
。

２
『
資
料
編
３
』
の
編
集
・
刊
行

　

採
録
史
料
の
選
定
・
筆
耕
状
況
と
、
各
編
集
委
員
の
行
う
史
料

筆
耕
原
稿
の
提
出
期
限
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ
た
。
入
稿
の
た
め

の
史
料
筆
耕
を
迅
速
に
進
め
る
た
め
、
筆
耕
協
力
者
等
を
編
さ
ん

室
が
手
配
し
、
委
員
か
ら
の
筆
耕
依
頼
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
史
料
選
定
を
進
め
つ
つ
、
採
録
史
料
に
基
づ

い
た
本
巻
の
構
成
に
つ
い
て
、
次
回
の
会
議
で
の
検
討
に
向
け
、

各
委
員
が
具
体
的
に
検
討
し
て
い
構
想
を
練
っ
て
お
く
も
の
と
し

た
。
熊
谷
直
実
を
取
り
上
げ
る
本
巻
付
録
と
中
世
専
門
部
会
編
集

の
『
調
査
報
告
書　

直
実
・
実
盛
伝
説
』
相
互
の
内
容
の
す
み
分

け
に
つ
い
て
、
確
認
を
行
っ
た
。

３　

今
後
の
活
動
・
そ
の
他

　

当
面
、
各
自
が
史
料
選
定
・
筆
耕
に
専
念
し
、
で
き
あ
が
っ
た

筆
耕
デ
ー
タ
を
市
史
編
さ
ん
室
へ
提
出
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。
選
定
・
筆
耕
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
、
第
二
回
の
部
会
会

議
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

三
　
近
代
・
現
代
専
門
部
会

近
代
・
現
代
専
門
部
会
長
　
老
川
　
慶
喜

　　

近
代
・
現
代
専
門
部
会
で
は
、『
熊
谷
市
史 

資
料
編
６ 

近
代
・

現
代
１ 

熊
谷
地
域
編 

上
』
及
び
『
熊
谷
市
史 

資
料
編
７ 

近
代
・

現
代
２ 

熊
谷
地
域
編 

下
』（
以
下
、「『
資
料
編
７
』」
と
い
う
。）

の
刊
行
に
向
け
て
活
動
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
主
な
活
動
と
し
て
専
門
部
会
会
議
を
二
回
（
一
月
・
八

月
）、『
資
料
編
７
』
の
担
当
者
会
議
を
二
回
（
七
月
・
一
一
月
）

開
催
し
た
。

　

ま
た
、
熊
谷
市
行
政
文
書
及
び
熊
谷
市
行
政
古
文
書
、
新
聞
記

事
等
の
調
査
を
随
時
実
施
し
た
。
そ
の
他
、
埼
玉
県
立
文
書
館
を

始
め
と
し
た
関
係
機
関
等
に
お
い
て
も
所
蔵
資
料
調
査
を
行
っ

た
。

令
和
四
年
度
第
二
回
近
代
・
現
代
専
門
部
会
会
議

（
令
和
五
年
一
月
二
二
日　

市
立
商
工
会
館
）

①
令
和
四
年
度
第
一
回
『
資
料
編
７
』
担
当
者
会
議
の
報
告
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図
書
の
刊
行
ま
で
の
大
ま
か
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
作
業
内
容
の

確
認
等
、
会
議
中
に
協
議
し
た
事
柄
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

②
目
次
及
び
掲
載
資
料
リ
ス
ト
の
検
討

　

最
新
の
掲
載
資
料
リ
ス
ト
を
も
と
に
、
各
編
集
委
員
が
進
捗
状

況
に
つ
い
て
説
明
し
、
不
明
点
等
を
協
議
し
て
認
識
の
共
有
を

図
っ
た
。

③
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　

刊
行
時
期
が
近
い
『
資
料
編
７
』
の
担
当
者
会
議
に
つ
い
て
は

随
時
開
催
し
、
専
門
部
会
会
議
は
夏
頃
に
開
催
を
予
定
す
る
こ
と

と
し
た
。

令
和
五
年
度
第
一
回
『
資
料
編
７
』
担
当
者
会
議

（
令
和
五
年
七
月
二
九
日　

市
立
熊
谷
図
書
館
）

①
編
集
委
員
の
解
職
及
び
補
充
に
つ
い
て

　

編
集
委
員
の
逝
去
、
活
動
休
止
等
に
伴
う
補
充
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
教
育
分
野
の
担
当
に
元
東
京
福
祉
大
学

短
期
大
学
部
教
授
で
元
熊
谷
市
立
成
田
小
学
校
長
の
福
島
裕
氏
が

推
薦
さ
れ
、
ま
た
、
交
通
分
野
の
担
当
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
部

会
長
が
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

②
体
裁
及
び
目
次
・
掲
載
資
料
リ
ス
ト
の
検
討
等
に
つ
い
て

　

本
の
体
裁
に
つ
い
て
は
、
総
頁
数
約
八
五
〇
頁
、
横
書
き
と
す

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。付
録
や
頁
数
の
割
振
り
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
検
討
課
題
と
な
っ
た
。

③
今
後
の
活
動
に
つ
い
て　

　

次
回
の
会
議
は
、
令
和
五
年
一
一
月
一
九
日
に
開
催
予
定
と
し

た
。

令
和
五
年
度
第
一
回
近
代
・
現
代
専
門
部
会
会
議

（
令
和
五
年
八
月
一
九
日　

市
立
商
工
会
館
）

①
令
和
五
年
度
第
一
回
『
資
料
編
７
』
担
当
者
会
議
の
報
告

　

新
た
に
福
島
裕
氏
を
編
集
委
員
（
特
別
調
査
員
）
に
推
薦
す
る

と
と
も
に
、
交
通
分
野
の
担
当
に
部
会
長
が
加
わ
る
こ
と
、
さ
ら

に
、書
籍
の
体
裁
等
（
総
頁
数
、横
書
き
等
）
に
つ
い
て
了
承
し
た
。

②
編
集
委
員
の
解
職
及
び
補
充
に
つ
い
て

　

故
小
林
壽
朗
編
集
委
員
が
担
当
さ
れ
て
い
た
治
水
分
野
に
関
す

る
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
新
た
な
担
当
者
と
し

て
、元
深
谷
市
立
明
戸
小
学
校
長
の
大
澤
章
一
氏
が
推
薦
さ
れ
た
。

③
目
次
及
び
掲
載
資
料
リ
ス
ト
の
検
討

　

配
付
資
料
を
基
に
、
作
業
を
進
め
る
上
で
の
不
明
点
や
懸
念
等

に
つ
い
て
協
議
し
、
熊
谷
染
を
文
化
の
項
で
扱
う
こ
と
等
が
決
定
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し
た
。

④
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　

編
集
委
員
か
ら
資
料
調
査
の
要
望
が
出
さ
れ
た
市
内
の
企
業
等

に
対
し
、
事
務
局
か
ら
調
査
を
依
頼
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

次
回
の
会
議
は
、
令
和
六
年
一
月
二
〇
日
開
催
予
定
と
し
た
。

令
和
五
年
度
第
二
回
『
資
料
編
７
』
担
当
者
会
議

（
令
和
五
年
一
一
月
一
九
日　

市
立
熊
谷
図
書
館
）

①
熊
谷
市
史
編
集
委
員
に
対
す
る
委
嘱
状
交
付

　

新
任
の
福
島
裕
、
山
本
喜
久
治
両
編
集
委
員
（
特
別
調
査
員
）

に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
た
。

②
体
裁
等
に
つ
い
て

　

一
頁
の
行
数
及
び
文
字
数
、
表
の
載
せ
方
等
に
つ
い
て
協
議
し

た
。

③
目
次
・
掲
載
資
料
リ
ス
ト
の
検
討
に
つ
い
て

　

複
数
の
分
野
で
採
り
上
げ
て
い
る
項
目
や
重
複
し
て
い
る
資
料

の
扱
い
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

な
お
、
各
編
集
委
員
は
、
令
和
六
年
三
月
末
ま
で
に
担
当
分
の

掲
載
予
定
資
料
に
優
先
順
位
を
付
け
る
こ
と
と
し
た
。

③
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　

次
回
の
会
議
は
、令
和
六
年
四
月
二
〇
日
に
開
催
予
定
と
し
た
。

訃
報

　

近
代
・
現
代
専
門
部
会
に
お
い
て
御
活
躍
く
だ
さ
っ
た
小
林
壽

朗
編
集
委
員
が
七
月
一
六
日
に
、
笠
原
健
司
編
集
委
員
（
六
月

二
〇
日
辞
任
）
が
七
月
二
二
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

四
　
地
形
・
地
質
・
気
候
専
門
部
会

地
形
・
地
質
・
気
候
専
門
部
会
長
　
島
津
　
弘

１　

概
要

　

地
形
・
地
質
・
気
候
専
門
部
会
で
は
、
令
和
八
年
度
に
刊
行
予

定
の
『
熊
谷
市
史 

別
編
３　

自
然
編
１ 

地
形
・
地
質
・
気
候
』（
以

下
「
別
編
３
」
と
い
う
。）
の
編
集
に
向
け
た
資
料
の
探
索
が
主

な
活
動
と
な
っ
た
。

　

各
編
集
委
員
と
事
務
局
の
双
方
で
資
料
の
整
理
及
び
探
索
を
行

い
、
専
門
部
会
会
議
に
お
い
て
共
有
を
行
っ
た
。
ま
た
、
会
議
以

外
に
も
、
ク
ラ
ウ
ド
等
を
利
用
し
て
資
料
を
共
有
し
た
。
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２　

編
集
会
議
の
開
催

　

令
和
五
年
に
お
い
て
は
、
編
集
会
議
を
三
回
開
催
し
、
別
編
３

に
掲
載
す
る
内
容（
目
次
）等
の
検
討
や
担
当
箇
所
の
決
定
を
行
っ

た
。
以
下
、
各
会
議
に
お
け
る
議
事
の
概
要
、
決
定
し
た
事
項
等

を
記
載
す
る
。

○
令
和
四
年
度
第
二
回
専
門
部
会
会
議
（
令
和
五
年
二
月
一
四
日　

市
立
江
南
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

① 

掲
載
内
容
（
目
次
）
に
つ
い
て

　

別
編
３
に
掲
載
す
る
内
容
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
た
結
果
、

第
一
章
「
地
形
」、
第
二
章
「
地
質
」、
第
三
章
「
水
環
境
」、

第
四
章
「
気
候
」、
第
五
章
「
災
害
」、
第
六
章
「
人
間
活
動
と

自
然
」
と
い
う
、
大
筋
の
目
次
案
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
各

章
の
細
か
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
の
み
の
検
討
と
し
、

他
の
章
に
つ
い
て
は
、
次
回
の
会
議
ま
で
各
編
集
委
員
が
検
討

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

② 

各
編
集
委
員
の
担
当
項
目
に
つ
い
て

　

各
編
集
委
員
が
主
と
し
て
執
筆
等
を
担
当
す
る
項
目
に
つ

い
て
議
論
を
行
っ
た
が
、
会
議
時
間
の
関
係
も
あ
り
、
大
ま
か

な
担
当
に
つ
い
て
検
討
し
、
確
定
は
次
回
会
議
以
降
に
行
う
こ

と
と
し
た
。

○
令
和
五
年
度
第
一
回
専
門
部
会
会
議
（
令
和
五
年
五
月
三
一
日　

立
正
大
学
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
）

① 

掲
載
内
容
（
目
次
）
に
つ
い
て

　

令
和
四
年
度
第
二
回
会
議
に
お
い
て
決
定
し
た
別
編
３
の

大
筋
の
目
次
案
を
基
に
、
細
か
な
目
次
案
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
た
結
果
、
第
一
章
の
最
初
に
「
総
説
」
を
設
け
る
こ
と
と

し
た
。
第
二
章
は
、
前
回
会
議
に
お
い
て
決
定
し
た
章
立
て
を

そ
の
ま
ま
入
れ
る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
細
か
い
内
容
に
つ
い
て
、
第
二
章
の
「
地
質
」
以

降
の
検
討
を
行
っ
た
。
併
せ
て
、
執
筆
に
必
要
な
資
料
や
デ
ー

タ
の
探
索
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
っ
た
。

② 

各
編
集
の
担
当
項
目
に
つ
い
て

　

前
回
の
会
議
に
お
い
て
決
定
し
た
章
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

各
編
集
委
員
が
主
と
し
て
執
筆
等
を
担
当
す
る
章
に
つ
い
て

議
論
を
行
っ
た
結
果
、
以
下
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

・
島
津　

弘　

専
門
委
員　
　
　

第
一
・
二
章

・
井
上
素
子　

専
門
調
査
員　
　

第
六
・
七
章
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・
北
沢
俊
幸　

専
門
調
査
員　
　

第
三
章

・
八
戸
昭
一　

専
門
調
査
員　
　

第
四
章

・
渡
来　

靖　

専
門
調
査
員　
　

第
五
章

○
令
和
五
年
度
第
二
回
専
門
部
会
会
議
（
令
和
五
年
一
一
月
二
一

日　

立
正
大
学
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
）

① 

掲
載
内
容
（
目
次
）
に
つ
い
て

　

前
回
の
会
議
結
果
を
踏
ま
え
、
別
編
３
の
全
て
の
章
に
お

け
る
詳
細
な
内
容
を
決
め
る
こ
と
を
目
標
に
議
論
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
現
時
点
で
は
探
索
で
き
た
資
料
が
少
な
く
、
掲
載
す

る
項
目
を
確
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
節
以
下
の
細
か
い

章
立
て
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

② 

令
和
六
年
度
に
お
け
る
調
査
に
つ
い
て

　

大
筋
の
目
次
を
参
照
し
な
が
ら
、
各
項
目
の
執
筆
等
の
た

め
に
必
要
な
資
料
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ

れ
ら
の
資
料
を
収
集
す
る
担
当
者
に
つ
い
て
も
議
論
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
。

　

ま
た
、次
回
（
令
和
五
年
度
第
三
回
）
の
専
門
部
会
会
議
を
、

令
和
六
年
三
月
末
ま
で
に
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

五
　
仏
像
・
仏
画
専
門
部
会

　
　
　
　
　
　
仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
長
　
林
　
宏
一

１
　
仏
像
・
仏
画
悉
皆
調
査

　

平
成
二
四
年
度
か
ら
調
査
を
開
始
し
、
令
和
五
年
度
は
一
二
年

目
と
な
る
。

　

調
査
内
容
は
、
写
真
撮
影
や
寸
法
・
形
状
・
材
質
等
を
記
し
た

調
査
カ
ー
ド
の
作
成
等
で
あ
る
。
こ
の
一
年
間
で
二
五
〇
点
程
度

の
仏
像
・
仏
画
等
の
調
査
を
終
え
た
。
一
二
年
間
の
累
計
で
は
、

四
、〇
〇
〇
点
超
の
調
査
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

令
和
五
年
に
調
査
を
実
施
し
た
箇
所
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。

１　

樋
春
真
光
寺
（
二
月
二
〇
日
）

２　

小
江
川
満
讃
寺
（
二
月
二
〇
日
、
三
月
一
七
日
）

３　

中
奈
良
後
原
公
会
堂
（
三
月
一
七
日
）

４　

千
代
普
門
寺
（
五
月
一
六
日
）

５　

新
堀
宝
性
寺
（
五
月
一
六
日
）

６　

籠
原
南
大
正
寺
（
六
月
一
九
日
）

７　

塩
常
安
寺
（
九
月
一
二
日
）

８　

籠
原
南
大
正
寺
（
観
音
堂
）（
一
〇
月
三
〇
日
）
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９　

野
原
文
珠
寺
（
一
一
月
二
〇
日
）

10　

板
井
宝
光
寺
（
一
一
月
二
〇
日
）

11　

成
沢
静
簡
院
（
一
二
月
一
一
日
）

　

こ
の
ほ
か
、
西
別
府
安
楽
寺
九
品
仏
堂
の
阿
弥
陀
如
来
像
九
体

の
修
理
を
担
当
し
た
株
式
会
社
翠
雲
堂
の
笠
間
幸
治
郎
氏
に
、
修

理
の
際
の
資
料
の
閲
覧
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
一
〇
月
三
〇
日
、

妻
沼
展
示
館
に
資
料
や
写
真
等
を
携
え
て
来
室
さ
れ
、編
集
委
員
、

協
力
員
及
び
別
府
地
区
の
方
々
に
、
資
料
を
見
な
が
ら
説
明
を
し

て
い
た
だ
い
た
。

　

最
後
に
、
所
蔵
者
、
自
治
会
関
係
者
、
笠
原
氏
、
協
力
者
等
の

多
大
な
る
御
協
力
に
対
し
て
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

２
　『
調
査
報
告
書 

仏
像
・
仏
画
２
』
の
編
集

　
『
調
査
報
告
書 

仏
像
・
仏
画
』
に
つ
い
て
は
、
全
三
巻
の
刊
行

を
予
定
し
て
お
り
、
す
で
に
令
和
元
年
度
に
第
一
巻
を
刊
行
し
た

が
、
今
年
度
に
第
二
巻
を
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
の
編
集
会
議
を
三
回
実
施
し
た
。

１　

令
和
五
年
度
第
二
回
編
集
会
議　

四
月
二
一
日

　
　

場
所　

妻
沼
中
央
公
民
館

２　

令
和
五
年
度
第
三
回
編
集
会
議　

九
月
一
二
日

　
　

場
所　

妻
沼
中
央
公
民
館

３　

令
和
五
年
度
第
三
回
編
集
会
議　

一
二
月
四
日

　
　

場
所　

妻
沼
中
央
公
民
館

　

な
お
、
本
書
の
執
筆
は
、
部
会
長
、
原
口
雅
樹
専
門
調
査
員
、

西
口
由
子
専
門
調
査
員
が
担
当
し
た
。
写
真
の
選
定
や
報
告
書
の

レ
イ
ア
ウ
ト
等
に
つ
い
て
も
こ
の
三
名
が
行
い
、
す
で
に
、
最
終

校
正
段
階
に
入
っ
て
い
る
。


